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研究成果の概要（和文）： 神奈川県の多摩丘陵など、開発で露頭が消失した地域の第四紀層を
中心とする露頭写真（約 1300 枚）を収集し、位置・地層名を特定し、解説を加え、データベ
ースを作成した（ひと昔前の写真が語る神奈川の地層）。本データベースは、神奈川県立生命の

星・地球博物館ホームページにて公開。神奈川県関東ローム層テフラ図鑑および露頭集より構

成される。とくにテフラの図鑑資料は、分析機器のない学校でのテフラ同定の参考資料として

重要で、収蔵写真約 1000 枚という他に類例のない規模のものが完成し、教材、基礎研究材料
として大きく社会還元できるものと期待される。 
 
研究成果の概要（英文）：The number of outcrops has quite decreased by urbanization in 
Kanagawa prefecture. Urbanization is advanced because Kanagawa Prefecture is near 
capital Tokyo. But, urbanized area was important for study of the Japanese Quaternary. So, 
we collected photographs of outcrops which had lost by urbanization, constructed data base 
of these photographs. The data base contains abut 1,300 photographs and is divided into 
two parts. One is a retrieval data base of maker tephra layers of Kanto Roam formations. 
Another is a data base of outcrops of other formations. It is expected that the data base can 
greatly reduce the society as a teaching material and a basic research material. This data 
base is open to the public on the homepage of the Kanagawa Prefectural Museum of 
Natural History. 
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１．研究開始当初の背景 
(!)地元の地層を伝える資料がない。 
 県土の多くが開発により宅地となった神
奈川県では、多くの学校で身近に教材として
使える露頭がない。 
(2)高度成時代以前の論文化されていない地
質資料は、今収集しないと永久にできない。 
 昭和 30年代～60年代のバブル期に多くの
開発が行われたが、論文に収められているも
のはほとんどない。このときに出現した露頭
の写真などの情報は、団塊の世代などの高齢
化によって今収集しないと収集できない可
能性がある。 
２．研究の目的 
 本研究では、高度経済成長期の造成工事で
得られた地質情報（露頭写真など）に着目し、
これを地域の地学教育の教材として、データ
ベース化し、後世に永久的に伝えることがで
きるようにすることを目的とする。 
３．研究の方法 
本研究は、広く一般に呼びかけ神奈川県内

の既に消失している露頭や地形の写真を収
集し、専門的な層位、地形との関係などの調
査研究を行い、地域の教員を対象に教材とし
て活用できるように解説を加え、データベー
ス化し、いつでも活用できる資料として神奈
川県立博物館のホームページで公開する 
４．研究成果 
本研究により、特に神奈川県内の関東ロー

ム層中のテフラ写真をほぼデータベース化
することに成功した（約 1000 枚の写真）。こ
れらテフラ層に関しては、屈折率、鉱物組成、
化学成分など詳細な論文記載はなされてい
るが、教材として利用しようとするテフラ層
が、何であるかの判断を教員が学校内の設備
で行うことは難しい。ところが、写真による
図鑑情報は大きな役割を果たす。ただし、1
枚のテフラ層の写真では、似たものが多く判
断が難しい。そこで、データベースでは各テ
フラ層について、層位がわかる写真を含めて
データベース化した。研究成果物は、以下の
データベースである。DVD 版を除くといずれ
も神奈川県立生命の星・地球博物館ホームペ
ージの中で閲覧可能である。 
①DVD 版箱根火山起源テフラデータベース 
（2008 年度神奈川県立生命の星・地球博物

館特別展「箱根火山」で、教員等に配布） 
②電子百科・神奈川の自然・関東ローム層 
（写真・名称・時代層序区分、各検索デー

タベース） 
③ひと昔前の写真が語る神奈川の地質 
 （地図検索データベース）  
 ・関東ローム層データベース 
・地形地質(露頭)データベース 
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①電子百科・神奈川の自然・関東ローム層 
（写真・名称・時代層序区分、各検索デー
タベース） 
http://nh.kanagawa-museum.jp/size
n/tephra/top_menu.cgi 
②ひと昔前の写真が語る神奈川の地質 
 （地図検索データベース）  
・関東ローム層データベース 
・地形地質(露頭)データベース 

http://nh.kanagawa-museum.jp/kenk
yu/index.html 
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